
報道資料 

 

令和５年６月12日 

大地の芸術祭実行委員会 

(十日町市文化観光課) 
 

 

４月29日に開幕した、大地の芸術祭通年誘客事業「2023年の越後妻有」における

夏・秋の主なプログラムついてお知らせします。報道機関の皆様におかれましては

広くご周知くださいますようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 企画展 

(1) 越後妻有里山現代美術館 MonET 

  「越後妻有MonET 連続企画展」 

2023年度は、４名のゲストキュレーターを迎え、４つの企画展を行います。 

Vol.１ ７月１日(土)～８月27日(日) 火水以外 

「マテリアルショップカタルシスの岸辺 十日町本町店 

×『死蔵データGP2022-2023』記録展」 

作家＝カタルシスの岸辺、ゲストキュレーター＝ 椹
さわら

木野
ぎ の

衣
い

 

※Vol.２以降の情報は、添付資料を参照 

※キュレーター…美術館などで展覧会を企画・構成・運営する専門職 
 

（2）鉢＆田島征三 絵本と木の実の美術館 

  「シズリン！いつまでもここにいてね 

－Sizzle Ohtaka with Ehon to kinomi－」 

…７月29日(土)～11月５日(日)  火水以外 

※関連イベント＝８月20日(日)コンサート 
 

（3）香港ハウス 

「再聴：山の音」 …７月29日(土)～11月５日(日)の土日祝日 

作家＝ツールボックス・パーカッション 

※関連イベント＝７月29日(土) オープニングパフォーマンス 
 

（4）ギャラリー湯山 

  ａ 「企画展“NOTHING”」…７月８日(土)～７月30日(日)の土日祝日  

「2023 年の越後妻有」の夏・秋のプログラムについて 

（次のページあり） 



  ｂ 「阪田清子展(仮)」 …８月11日(金)〜９月24日(日)の土日祝日 

（5）越後松之山「森の学校」キョロロ 

   「虫博-キミもめざせ！虫ハカセ-」…７月15日(土)～10月15日(日)火曜日以外 
 

２ イベント 

（1）ベリー・スプーン2023 …７月14日～８月13日 の金土日 

ジャム作りワークショップ 10:30～ １日１回限定 料金500円 

※ベリーがなくなり次第終了 
 

（2）キツネ田野倉ン …８月26日（土） 

集落に伝わる民話「三九郎キツネ」にちなみ、キツネの仮装をして集落をまわ

るランニングイベント。 
 

３ 食 

（1）上郷クローブ座レストラン（演劇鑑賞型ランチ） 

…７月 29 日(土)～８月 27 日(日)の土日祝 12:00～12:45 完全予約制 2,500 円 

※ 別途共通チケットまたは入館料必要 

昨年好評だった演目をリバイバル公演。脚本・演出に原倫太郎＋原游に迎え、

雪国の暮らしを描いた『北越雪譜』をもとにしたお話を演じます。 
 

（2）越後妻有里山現代美術館 MonET １階回廊／コミュニティスペース 

  …７月 29 日(土)～８月 28 日(月)火水以外 

「TSUMARI BURGER～妻有ポークとかぐら南蛮タルタルのダンプリングバーガー」 

ほかフードドリンクの販売 
  

４ 添付資料 

１(1）「越後妻有里山現代美術館 MonET」企画展資料 

 

 

※各企画展やイベントの詳細は、後日リリースいたしますので、そちらをご参照く

ださい。 

■お問合せ先 

大地の芸術祭実行委員会事務局 

（文化観光課芸術祭企画係）担当：佐藤、高橋 

☎025-757-2637 



PRESS RELEASE

発行元｜NPO法人 越後妻有里山協働機構

発行日｜2023/6/5

越後妻有里山現代美術館MonETは、今期より新たな取組として、連続企画展を開催します。

2023年度は、4名のゲストキュレーター迎え、4つの展覧会を行ないます。

このたび、ゲストキュレーターと4組の作家が決定しました。また、その初回として、7月1

日（土）より、アーティストコレクティブ（アートグループ）「カタルシスの岸辺」による

個展を開催いたします。

ぜひご取材・広報のご協力をよろしくお願い申し上げます。

連続企画展開催によせて
大地の芸術祭は、美術を契機に地域を活性化すべく活動を行なってきました。さらなる地域

に根ざした芸術祭にしていくため、地域と芸術の新しい可能性を探り、未来を担う作家と出

会い、新たな協働を生み出していきます。

越後妻有里山現代美術館MonETでは、ゲストキュレーターが広く今後の美術をひらいていく

作家を選び、2か月ごとに個展を行ないます。2023年から長期にわたる連続企画展シリーズと

して企画・開催を計画しています。

（北川フラム・大地の芸術祭総合ディレクター）

越後妻有里山現代美術館 MonET

「越後妻有MonET 連続企画展」開催のご案内
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連続企画展2023概要

Vol.1 7月1日（土）～8月27日（日）作家：カタルシスの岸辺
ゲストキュレーター：椹木野衣（美術評論家）

Vol.2 9月9日（土）～11月5日（日）作家：松元悠
ゲストキュレーター：保坂健二朗（滋賀県立美術館 ディレクター（館長））

Vol.3 11月18日（土）～12月24日（日）作家：並行小舟唄（竹﨑和征 + 西村有）
ゲストキュレーター：塚本麻莉（高知県立美術館主任学芸員）

Vol.4 2024年1月13日（土）～3月10日（日）作家：田中藍衣
ゲストキュレーター：檜山真有

（キュレーター／リクルートクリエイティブセンター）

会場：越後妻有里山現代美術館MonET（新潟県十日町市本町6-1, 71-2）

Vol.1 カタルシスの岸辺展概要は2ページ目へ
※添付資料：
「マテリアルショップ カタルシスの岸辺」メインイメージ



PRESS RELEASE

発行元｜NPO法人越後妻有里山協働機構

発行日｜2023/6/5

NPO法人越後妻有里山協働機構

広報担当：山口、森、渡邊

新潟県十日町市本町六の一丁目71-26
クロステン4階第七会議室
TEL 025-761-7749   FAX 025-761-7911 
E-Mail info@tsumari-artfield.com

お問い合わせ

越後妻有里山現代美術館MonETについて

2003年建築、原広司+アトリエ・ファイ建築研究所による
設計。世界最大級の国際芸術祭「大地の芸術祭」の拠点施
設として国内外から注目される作家の作品を、いつでもご
覧いただけます。2021年には、常設展示を大幅に入替え、
リニューアルオープンしました。

「カタルシスの岸辺」は荒渡巌、海野林太郎、高見澤峻介を中心に

2017年に東京で結成された“マテリアルショップ”である。プロジェ

クト毎に参加作家が変わるが、2019年に髙橋銑が退店、2023年現

在は田中勘太郎、大山日歩、宍倉志信、鈴木雄大、岡千穂、みずし

まゆめを含めた9人をコアメンバーとして活動している。

「ショップ」であることを核としつつ、既存のアートシーンの経済

システムに依らぬ、独自の生存戦略の確立を試行する。

カタルシスの岸辺 PROFILE

美術館外観
レアンドロ・エルリッヒ「Palimpsest:空の池」
Photo by Kioku Keizo

Vol.1 カタルシスの岸辺
「マテリアルショップカタルシスの岸辺十日町市本町店

✕『死蔵データGP 2022-2023』記録展」
ゲストキュレーター：椹木野衣

カタルシスの岸辺が、収集する死蔵した映像や画像素材を量り売りにする屋台を模した作品

「マテリアルショップ カタルシスの岸辺」が、越後妻有里山現代美術館MonETに限定オー

プンします。館内では、これまでに集まった死蔵データを公開、また作家との交流を兼ねた

イベントも開催します。

【会期】2023年7月1日（土）～8月27日（日）

火水定休 10:00～17:00（最終入館16:30）

【会場】越後妻有里山現代美術館MonET

（新潟県十日町市本町6-1-71-2）

【料金】個別鑑賞券（一般1,200円／小中600円）

または、「2023年の越後妻有」共通チケット

【イベント】死蔵データGP 北信越大会 2023

8月12日（土） ※詳細はHPにてご案内します
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委託：令和５年度日本博2.0事業（委託型）

主催：大地の芸術祭実行委員会
NPO法人越後妻有里山協働機構
独立行政法人日本芸術文化振興会
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※添付資料：「マテリアルショップ カタルシスの岸辺」メインイメージ


